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研究会の目的 

自然災害リスクの概略評価のための調査・研究 

企業の防災担当者がBCP策定に必要な被害想定
を行うための情報提供 

過去の災害事例の調査・研究 

地震直後の建物、施設の使用性評価法の研究 

災害イメージの具体化、認識の共有化 

地震リスク評価の手順と必要な対策メニューの検討 

火山、洪水、土砂災害などの影響評価と対策 
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活動：２ヶ月に1回程度 
自然災害が企業の事業継続に与える
影響を評価するための調査・研究 

H18～２2年度の活動 

•想定手法の検討：公開資料･情
報の収集、調査 

•事例研究（具体的な適用）東京
（サービス業） 

•静岡（製造業） 
•2009年駿河湾地震後のＢＣＰ
に関するアンケート調査 

冊子作成 

活動概要 

H２８年度の活動 

余震に対する安全な事業継続性 

H２３～２７年度の活動 

復旧開始ガイドラインの検討 
BCPの課題抽出、火山噴火への
対応検討 

熊本地震に関する討議 
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座長  宮村 正光 工学院大学 

副座長大貫 和平(退社）富士通アドバンストソリューションズ 

大鐘 祥太郎 大鐘測量設計(株)  

諏訪 仁 大林組    

大塚達也 富士通マーケティング  

高橋祐治 (株）オフィス・タカハシ 

駒村治樹 富士通エフ・アイ・ピー(株）（部署移動） 

菰池 真史 真興マネジメント(株） 

後藤立美 ＢＣＡＯ会員 

橘 博隆 富士通株株式会社 

加藤恒雄 (有）キョウエイ 
 

研究会の構成 

コアメンバー 
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１．本年度の主な活動 
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現地調査と公開資料の分析 

首都直下、南海トラフ地震等への課題抽出と対応 
業種、業態に対応した対策（ハード、ソフト両面）の検討 

BCPの視点から見た課題の抽出 

過去の地震との比較・分析 

熊本地震 
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討議内容（１） 
BCPの視点から見た課題の抽出 

①想定外の地盤の揺れ？ 

⇒短時間の強い震動： 

過去の地震を上回る最大級の揺れ。１Gを超える。 

⇒震度７相当の強い揺れが３０時間以内に、２回発生 

その後も繰り返し強い余震⇒予測困難？⇒事業再開？ 

 

②拠点施設の被災、業務の継続不能 

⇒非構造部材、設備機器の損傷による機能損失、作業
空間の確保困難。 

⇒企業のサプライチェーンとしての機能喪失 

Copyright © 200９ BCAO 5 
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2016年04月14日 平成28年（2016年）熊本地震 KiK-net 
KMMH16益城(地表) 

 KiK-net KMMH16益城の観測記録 

  （防災科学技術研究所の観測点） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※暫定的に公開されているデータのため，正式公開後， 
       値が大きく変わる可能性があります。 
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短時間の強い揺れ：神戸
と同等以上 
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水平 

上下 

水平 
上下 

0-5秒間 5-10秒間 

神戸の地震での揺れ：数秒、２０ｃｍ以上（変位波形） 
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討議内容（２）繰り返された被害パターン 

過去の教訓は生かされたのか？ 

拠点施設の機能支障 

公的機関の業務継続困難、病院の機能損失 

木造戸建て住宅の大量損壊 

従業員の出社困難、死傷者の発生、生活継続の困難 

企業の長期間にわたる事業継続支障 

工場の被災、事業継続困難 

 

ライフラインの停止⇒局所的、早期回復？ 

（＜ 
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宇土市役所（拠点施設の機能支障） 

9 

RC造５階建 

４，５階部分の柱はり接合
部の破損⇒築５１年 
⇒２００３年に耐震診断 
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上益城総合庁舎 
・1974 年竣工、2010 年耐震補強（外付け鉄骨フレーム） 
・RC 造、地上３階⇒外観上は被害少ない？ 
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アプローチにテント：医療活動 

11 

一部棟が立替え、免震化の
計画、延期 

入院患者全員を転院、退院 
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RC６階建てアパートの１階駐車場部分の損壊 

兵庫県南部地震 
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２．建物即時使用性についての継続検討 

目的 

・大地震発生直後に、被災した建物を対象に、非専門家で

ある施設管理者等が建物の応急的な使用性を判定できる簡

便な方法を検討 

・余震に備えて、滞在、使用可能か否かの判断材料に利用 

具体的な方法の検討 

・施設管理者は、発災後即座に、あらかじめ準備された簡

便なチェックシートを用いて目視調査を行い、モニタリン

グシステムなどと併せ、建物内の被災程度を確認する 

・被災情報を災害本部に集約し、建物としての即時使用性            

の判定に活用する。  

・テナントへの情報提供        
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地震直後の建物

モニタリング
罫書きの判定

構造躯体
の判定

落下危険物
の判定

使用不可 使用注意 使用可能

×

×

×

○

○

建物全般の判定

△または×

○または△

全て○

即時使用性判定の流れの検討例 

・建物の健全性の判定 
 

火災の発生、建物の傾斜、沈下、 
構造モニタリングによる建物損傷
度の計測、構造被害などの確認 
⇒建物の滞在の可否判断 

・建物の使用性の判定 
 

落下危険物などの確認 
 

⇒建物のどこが使用できるか 
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熊本地震を踏まえた主な討議 
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１：実際に被災した企業の対応は？ 
一部の公開資料を参考に討議。今後のBCPはどうあるべ
きか？⇒大規模企業と地方の中小規模企業の格差。 
作成手法よりも実践的に役立つ対策が必要。 
２：BCPは今後も普及していくのか？ 
企業が目指しているものは？普及に向けての障壁は何
か？業種業態、規模による普及度、必要性、目標水準
の明確化、どこまでやるべきか。 
３：従来の防災対策とBCPの関係？ 
構造被害を防ぐことが前提。機能維持への配慮。 
構造的な耐震診断と機能診断、補強費用と対策のメニ
ュー。ソフト面：経営戦略の明確化。情報伝達や訓練
の有効性  
  



特定非営利活動法人 事業継続推進機構 研究会活動報告資料  
※ 本資料の文責は研究会にあり、BCAO全体の見解ではありません。 

 ①建物使用性の検討（継続） 

 ⇒非専門家による建物の即時使用性の評価、判断方法
の検討：余震対策、業務再開時期の判断支援 

 計器観測と目視との組み合わせ 

 ②熊本地震で抽出された課題の整理と分析 

⇒本震と持続的な余震への対応、長期の避難生活、企
業の早期復旧と再開、面的被害推定と実際の相違、住
民の対応、活断層と被害の関係 

③風水害、火山災害への対応の検討 

⇒洪水、土砂災害への事前、事後の対応 

今後の予定 
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参加のお誘い 
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地震だけでなく、火山、洪水などの自然災害に対する
有効なＢＣＰについて、様々な視点から調査、研究し
ています。 

BCPを作成する上で直面している課題や問題点などを
出し合い、一緒に解決していきませんか 

 

会員の皆様の積極的な参加を期待しています。 

特定非営利活動法人 
事業継続推進機構  自然災害研究会 

A Specified Non-Profit Japanese Corporation 

Business Continuity Advancement Organization (BCAO) 


